


〔記述式解答の採点について〕 
第１回 １ 問 12 
 
【模範解答例】 
  

 土地の売買を公的に認め、地券を発行して土地の私有権を認める改革。（２点） 
 

【採点のポイント】 
 ①江戸幕府の土地政策を想定した上で、明治政府の土地に関する改革（＝田畑の売買解

禁）を説明しているか。（１点） 
 ②指定語句である「地券」の意義を説明しているか。（１点）  
  ……設問に江戸時代の農村での格差が明治時代にさらに拡大したとあるので、まずは

江戸幕府の土地政策を考える必要があります。江戸時代の農民（本百姓）は土地の
耕作権を認められていましたが、田畑の売買は法的には禁止されていました。し
かし貨幣を得るために事実上の売買が行われ、土地を手放して小作人になる農民
と、その一方で土地を集める農民との間で貧富の差が生まれていきました。  

  ……明治時代になると、政府は安定的な税収を得るために定額の地租を納めさせる改
革（地租改正）を行いました。その前提として、政府は地租の基準となる土地の価
格を設定しました。そして、土地の売買も解禁されて所有権も認められました。そ
の地価や土地所有者を証明するために地券が発行されました。  

  ……土地の売買が自由になったことで、貧しい農民は土地を売却して小作人に転落す
る一方、豊かな農民は合法的に土地を多く買い集めて小作料を多く得ました。こ
うして農民間の貧富の差がいっそう拡大していくことになりました。 

 
【部分点を与えた解答例】 

 
 地券を買った人がその土地の所有者になった。（１点） 
 

  ……→この例では、「地券を買う」という表現が適切ではありませんが、地券が土地の
所有権を示すものであることは間接的に読み取れるので部分点を与えました。
しかし、設問で要求されている、格差拡大の背景になった明治政府の改革につ
いて触れられていないので不十分な解答です。 

 
【得点を与えなかった解答例】 

 
 地券を買うことができる豊かな農民が土地を広げていったから。（０点） 
 

  ……→この例は、設問の「豊かな農民はさらに土地を得て力を伸ばす」ことについて説
明しているだけなので得点は与えられません。上で述べたように、明治政府の
土地に関する改革の内容を説明する必要があります。記述問題では、設問で何
を問われているのかしっかり読み取った上で、それに対して正確に答えること
が必要です。 

 
第１回 ３ 問８ 
 
【模範解答例】 
  

 選挙で争点についての意志を表明できる点。（２点） 
 

【採点のポイント】 
 ①解散の後に総選挙が行われることが分かっているか否か。（１点） 
 ②選挙を通して国民の意志を反映できるという利点が分かっているか否か。（１点）  
  ……内閣が衆議院と特定の争点について対立した場合、内閣が衆議院を解散すること

の国民にとっての利点を説明する問題です。  
  ……①に関して、衆議院の解散と国民がどのように関わるのか、ということについて

は衆議院を解散した後に何が行われるのかを考えればわかります。衆議院の解散
の後には総選挙が行われます。内閣が衆議院を解散した場合、国民は必ず選挙を
通じて政治と関わることができるのです。ですので「選挙」（投票など選挙を意味
する言葉も可）に言及できているかどうかが最初のポイントです。  

  ……②に関して、さらに選挙をすることがどんな意味があるのか、ということについ
て考えます。問題では内閣と衆議院が特定の争点について対立している場合をあ
げています。選挙は、内閣が正しいのか、それとも衆議院が正しいのかという国民
の意志を表明する手段になります。このことに言及できているかどうかが２つめ
のポイントです。 

 
【部分点を与えた解答例】 

 
 自分たちの意見を国の政治に反映させる機会が増える（１点） 
 

  ……ポイント②の「民意の反映」は読み取ることができます。ただし、ポイント①の
「選挙」という手段に触れていませんでした。どのような「機会」が確保できるの
かということを明示する必要がありました。 

 
【得点を与えなかった解答例】 

 
 国民が新しい内閣を決められる（０点） 
 

  ……国民が選ぶことができるのは国会議員までです。この国会議員が内閣総理大臣を
選出し、さらその内閣総理大臣が閣僚を選んで内閣を作りますので、「国民が新し
い内閣を決められる」わけではありません。「選挙」という言葉に触れていないの
と、国民が関わることができる範囲についての明らかな誤解があるため得点を与
えませんでした。 

 

  


